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概 要 
反射形クライストロンは‘ 高出力を得るには 

適しませんが‘ 低電力で取扱いが簡単なブとめ， 

実験室での信号発生器， 中継装置などの局部発 

振器，低電力送信管としてマイクロ波電子管で‘ 

は最も多く使われておリます。 

vioシリーズ17 Vi 0~ 120 Vioは低出力ま1こ 

は中出力の連続波発振管で‘ このシリーズによ 

特 長 

U 15GHz -120GHz の周波数帯を切れ目なく力 

パーしておリます。 

Vilシリーズ，V 12シリーズ管はVioシリーズ 

管よリ高出力が得られるよう設計したものでメ、 

ーザやパラメトリック増巾器のボンブ電源とし 

て最適であリます。 

反射形クライストロンの概要図と動作に必要 

な電源は図1に示してあIJます。 

~ 安定性 ミリ波帯の反射形クライストロンとし 

’ノ ては周波数および出力変動が極めて少ないこと 

であUます。あるルビーメーザのポンブ電源に 

用いられた30V 1lの例では強制空冷下て’ 

I 
制御電極 

ヒータ 

Iト 
制御電極 

トlII中 
空胴電圧 

II 

リベラ電圧 

周波数浮動（24時間） 土1. 5X 10一4 」』上内 

(1 秒間） 士4.OX 10-au内 

出力変動（24時間） 土0.1dB J上内 

という高性能が得られておUます。油槽に浸し 

て一定温度に保てば， さらによい結果が得られノ 

ます。また適当JこAFC 回路の併用によU周i皮 

出力 

空胴共振器 

リベラ電極 
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■図1 反射〕影クライストロン概要図 
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数浮動をさらに少なく抑える，ことができます。 

長寿命 OKIクライストロンは 「ミリ波管は寿 

命が短かい」というこれまでの先入観を才丁破リ， 

長ミリ波帯ではマイクロ波管とほとんど同等の 

寿命を持つようになこIJました。24V10 , 35V10. 

35V1l等の抜き月zl-)連続寿命言式験では 2000-

保 存 

ご使用上の注意 

10000 時間という結果を得ておUます。 

ここにご紹介いたしました品種の化Lにも1重々 

開発中であU ますので’‘ 御仕様に充たない点が 

dj: IJ ましたら‘ お間い合せください。 

なお識別に便利なように周波数帯別に塗装色 

（えんじ～紫）が変えてあリます。 

(1） 高電圧で動作させますから‘ 乾燥した清 

浄な場所に保存してください。 

(2） 長期間動作させないで保存して， はじめ 

て動作させーる時は， 陰極予製Iを5 分行なっ 

取 イ寸 

てください。高電圧も定格の半分位の電圧を加 

え5 分経過してから定格まで徐々に上げるよう 

にしてください。 

(1） 取付方向は任意です。 

(2） 立体回昼各に耳又［Jイ寸ける場合は， 出力導波 

管のみで管を支えると，,破損するおそれが 

dう I_iます。！必ず月zIJイ寸けネジI または月又「J 

冷 却 

同調つまみ 

取付けネジ 

測温点 

イ寸け穴を使って丈夫な板または台に月又リイ寸け出 

鴛資驚は余分な力が加わらないようにこ注● 

■図2 

動作中は空胴温度が80てを越えないようi令 

却を行なってください。強制空i令の場合 

電 i原 

正常に動作させる，ために， 電源には次のよ 

うな機能カち必要であUます。 

(1）ヒータ電圧‘ リペラ電圧， 制御電極電 

圧I 空胴電圧の順に出力が出るように 

してくだ’さーい。 

(2）高電圧入力スイッチには‘ サーマルリ 

レー管そのf也をイ吏用して下会極予熱時間 

重カ イ乍 

(1） 高電圧を王p加してーいる時以外は「つまみ」 

を動かさないでください。 

(2） 空胴（本体）を接地してごイ吏用ください。 

(3） 空胴電圧を干p加する日寺は1余々におこなっ 

i800 / /min i:夫上でdうリます。 

を充す時間遅れ機能をもたせてください。 

(3）高電圧回路には過負荷リレーをつけてくたミ 

さーい。 

(4）リペラ電位が正にならないようにダンパ管 

その他をリペラ電源回路に入れてください。 

てください。 

(4） 試験成績表に示さオ1ノた周波数範囲を越え 

てご使用にならないでください。 

1 
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備考1 ）反射形クライストロン各品種についてー 

の共通定格は次の通UであU ます。 

項 日 共 通 定 格 

ヒ―タ電圧 5.7-6.9V 

ヒ―タ電流 0.55-O.85A 

制御電極電圧 
-200--- -40Vdc 
(24V11のみ一100～一lOVdc) 

■（第18図）クライストロン外形寸法（1) 

17V10, 20V10, 22V10, 24V10A , 30V 

10, 33V10, 35V10, KH -35 

■（第19図）クライストロン外形寸法（2 ) 

24V11, 30V11, 30V12, 35V11, 40V10, 
40V12, 45V10, 47V12, 47V10, 47V11, 
45V12, 50V10, 55V10, 55V11, 60V10, 

70V10, 70V11A ,80V10A ,90V10A * 100V10A, 
120V10 

形 名 aの寸法（mm) 

24V11, 30V11, 30V12, 35V12, 40 

40V10, 40V12, 45V10, 45V12, 
47V10, 47V11, 47V12, 50V10, 
55V10, 55V11 

36 .2 

60V10, 60V12, 70V10, 70V11A , 
80V10A , 90V10A , 90V11 
100V10A , 120V10 

35 

項 目 共 通 定 格 

リべラ電圧 
-500----20Vdc (24V1lと12シリーズのみ 
-750 --- -20Vdc) 

リペラ電流 30" Adc max 

陰極予熱時間 l20sec mmn 

2 ）保証寿命：動作時間または放置時間のいず 

れかを満足するものです。 

7 



マグネトロン 

概 要 
マグネトロンは非常に能率のよい大出力のパ 

ルス動作に適しておリ‘船舶，航空機， 気象観 

測用レーダ等の送信管としてー， 広い分野でイ吏用 

されています。 

特 長 

i中電気では， 33- 35GHz帯の ミリ1皮マグネト 

ロンおよびレーダ用の5.6GHz帯‘マグネトロン 

を製造しておUます。 

マグネトIコンの概要図を図20に示してあIJま 

す。 

長寿命 特にマグネトロン用に研究‘ 開発した二 

陰極を使用しておIJます。抜取寿命試験ではセ． 

ンチ波帯で4000時間， ミリ波帯で2000時間の使 

用に耐りえてーおUます。 

保 存 

磁界 

早い立上り 短パルスに対してもよい応答を示 

します。 これはミリ波レーダの生命といわれる 

高分解能性を実現するものであUます。 

当社のミリ1皮レーダでは20nsec のパルス変調 

を実用化し， 距離分解能も3mという好成績を一 

挙げています。 

■図20 マグネトロン概要図 

ご使用上の注意 

p 

(1） 永多く、磁石イ寸ですから， 磁石に強磁性体こを一 

近づけますと減磁しますので‘ 他の磁性体は 

包装箱ラベルに指定した距離」』よ上はなしてく 

たにぎい。また逢l装箱に入れたま、保存してーく 

ださい。 

(2） 長期間動作させないで保存して， 初めて一 

動作させる時は陰極子熱を5 分」』よ上行なって了 

ください。 

り 

S 



取 イ寸 

(1) 月又Uイ寸けネジは非磁性のもバDをご使用く 

ださい。 

冷 去U  

(2） 反射形クライストロンの項を参照してくプ三 

さい。 

反射JF クライストロンの項を参照してくださ一 

重カ イ乍 

し、。 

(1） マグネトロンの負荷回路系に反射を生じ‘ 

ないよう， 接合部が不連続とならないよう 

ご注意ください。 

(2） 陽極電圧印加後は電子-ci)逆加熱による温 

度上昇を防ぐため， 速やかにヒータ電圧を規 

定の電圧まて』下げてくだ’さい。 

なお動作時ヒータ電圧はそれぞれの特性図をー 

ご参照くだ‘さい。 

■図22 

U 6 M12ヒーター電圧（動作時）の最大定格 

■平均陽極入力に対する動作時のヒーター電圧 

■図21 
■動作時ヒータ電圧 
33M10, 35M10 

子熱時電圧 
v8 

にv 
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概 
後進波管（Backward Wave Tube）はI 遅波回 

路の空間高調波を利用したマイクロ波あるいは 

ミリ波帯の広帯域発振管であUます。後進波管 

の最大の牛与長はI 機械的同調によらず単に回路 

特 長 

電圧を変えることによって極めて広い周波数範 

囲にわたU連続的に発振させることができるの 

で， 信号発生器などの発生源として最適であI) 

ます。 

後進波管の概要図と動作に必要な電源は図26 

に示してあUます。 

安定ソ性 ミルマンjIラの遅波回路（普通くし歯回 

路と呼ばれています）を使用した管で， 遅波回 

，各力雄同ブロックから精密加工によって作られてー 

いるので， 大きな熱的入力に耐え‘ 非常に安定 

に動作致します。 

少ない出力変化 一般に後進波管は遅波回路電 

ヒータ 

×

制御電極 

、 l

H 巾 

、 

圧を変化させたとき出力の変化が大きいものと 

されていますが， OKI の後進波管はこの変化が 

比較的小さいことが特長です。 

また後進波管電源BWS -105と組合せてこ1吏 

用になれば， 安定した広帯域周波数掃引ができ 

ます。なおこの場合， 出力は周波数が高くなる 

につれて増加しますが‘ 適当なこAPC装置を使 

用すれば一定出力の掃引がで’きます。 

電子流 

出力 

ぎ、一 「い 
一
ii 

一

『

 

に一 

賜極 

陰
 
極
 

制御電極電圧 

仙 
陽極電圧 

 リり刺― 
遅波回路電圧 

陽極変調電圧 

遅波回路変調電圧 

遅波回路 

■図25 後進波管概要図 

C0L 
DEL PM 

12 



保 存 

ご使用上の注意 

(1） 永久磁石付ですから， 磁石に強磁性体を」 

近づけますと減磁しますので‘ 他の磁性体 

は後進波管から20cm以上はなしておいてく 

ださい。また磁石， フェライトなどは後進 

耳文 イ寸 

反射形クライヌ、トロン， マグ’ネトロンのJ頁を」 

J令 去ロ 

反射形クライストロンの項を参照してくださ→ 

電 う」京 

波管カ、ら30cm以上はなしてーください。 

(2） 反射形クライストロンの項を参照してくだ 

さーい。 

参照してーくプこ三さい。 

し、。 

正常に動作させるために‘ 電源には次のよう 

な機能が必要であリます。 

(1） ヒータ電圧， 制御電極電圧， 遅波回路電： 

圧I アノード電圧の順に出力が出るよう「こ 

してーくださーい。 

■図26 後進波管特性（50BW 10A ) 

■図27 後進波管外形寸法 

報 R 
燃 GHz mW 

田 ョ 

55 一200 

50ー 

45 

100 

0 

1 .5 

4,穴 
ノ／ー 

＼ 高周波出力部 
BRJ-50に適合 

50BW 10A 

50BW10A 

2.0 2.5 30 

回路電圧 

3.5 KV 

(2） 高電圧入力スイッチには， サーマルリレー 

管そのf也を喉i用して半会極予熱時間を充す時間 

遅れ機能をもたせてくだ’さい。 

(3） 遅波回路電圧， アノード電圧回路には過負 

荷リレーをつけてください。 

■図28 後進波管特性 BA54H 

8- M6 
取付不ジ穴 

■図29 後進波管特性（BA54H) 

GHz mW 

25 3.0 3.5 
回路電圧 

4 0 Ky 
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ミリ波電子管用機器 

■BWg lo5形 後 

OKI 電子管を安定に動作させるために， 各種 

の電i原を用意しておリます。 これらの定電圧電 

i原はI 高利得の電子管式増巾器を内j蔵し， リ、ッ 

ブル含有率， 入力電圧に対する変動率および負 

荷に対する変動率を‘ 極めて少なくなるように 

してあリます。また変調器を内蔵しておI-iます 

負ので 種々の測定にも便利です。なお特殊保護 

クライストロン電源付オ莱一覧表 

~～盲百一～~～ 構成

ヒ電 電 圧 （Vdc ) 
~ 電 流 （A ) 
タ リ ッ ブ ル （%) 
I 源 電圧変動① （%) 

KS -7 

6.3 
1. 5max 

2 max 

士2.5 

ビ 
~ 
ム電 

源 

電 圧 （V ) 
電 流 （mA) 
リ ッ フ ル （mV r.m .s.) 
電 圧 変 動（3) (%) 

1500 - 3000(2) 
40max 

5 max 
士0.02 

グ‘ 
リ 

線 

電 圧 （4)(V ) 
電 流 （mA ) 
リ ッ フ ル （mV r.m .s.) 
電 圧 変 動（3) (%) 

0 ～一300 
1.Omax 

3 max 
士0.01 

リ 電 圧 （4) (V ) 

フ 電 流 （mA ) 
レ一 リ ッ ブ ル （mV r . m . s, ) 
ク電 目三 「こ j春 舌hIっl (Oぐ、 

ノr司、 出力インビ一ダンス（kQ ) 

-20～一750 
1 max 

3 max 
士0.01 

回路によ「J 負荷や電源の異常を咽舜時に検出してー 

高圧回路および負荷回路を保護するように設計 

されておI-)ます。 

またクライストロンを咳三全に動作させるため 

の送風器イ寸のクライストロンマウントも用意い 

たしておlJます。 

構成 ~～、自~ KS -7 

変 

調 

器 

鋸歯状波出力電圧（Vp p) 
周波数（Hz) 

直線性（%) 

短形波出力電圧 （Vp p) 
周波数（Hz ) 

サ グ（%) 
立上がリ時間（"s) 

正弦波出力電圧 （Vp p) 
周波数 ― 

外部変調波数 （Hz) 
利 得（dB ) 

そ の 他 

0 -150 
40-400 
および電源周波数 
lOmax 

0 -150 
400- 2000 
2 max 
lOmax 

0 -150 
電源周波数 
20-100,000 
約30 
(6) 

外形寸法（概略）(mm) 

（奥行×幅×高さ） 
500 X 495 >( 270 

重 量 （kg) 43 

備 考 
反射形クライストロ 
ン専用 
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後進波管電源仕様一覧表（BWS一105) 

’ぐ一 ー一一一～ ~ 一 形名 
構成 、＼ 項目 ~~ ~ 一一一 

BWS 一105 

コ 
レ 
ク 
タ 
電 
源 

電 圧 （V ) 

負 荷 電 流 （mA) 

リ ッ ブ ル （V r.m.s.) 

入力電圧変動率 （%) 

0 -200（接地に対し正） 

0 -80 

1 max 

士lmax 

遅 
波 
回 
路 
電 
源 

電 圧 （V ) 

負 荷 電 流 （mA ) 

非掃引時リッブル（my r.m.s. ) 

入力電圧変動率 （%) 

100 0-4000（接地に対し負） 

0 -100 

l5max 

土0.0lmax 

グ 
リ 
ッ 
ド 
電 
源 

電 圧 （V ) 

負 荷 電 流 （mA) 

リ ッ ブ ル （mY r.m.s.) 

入力電圧変動率 （%) 

0 --350（陰極に対し） 

0 -1.0 

lOmax 

士0. Imax 

300-1250（陰極に対し） 

0 -5 

lOmax 

士0.lmax 

ア 
ノ 
「 
ド 
電 
源 

電 圧 （V ) 

負 荷 電 流 （mA ) 

リ ッ ブ ル （mV r.m.s.) 

入力重圧変動率 （%) 

ヒ電 
~ 
タ源 

電 圧 （V ) 

負 荷 電 流 （mA) 
0 -10 (Ac) 
0 -3 

遅回変 

調 

波路器 

波 形 

掃 引 速 度 （sec/c) 

変 調 度 （%) 

鋸歯状波 

0.015-60 

遅波回路電圧の60％以上 

グア変 

IJイ調 
ドド器 

波 形 

周 波 数 （Hz) 

出 力 （Vp-p) 

短形波 

1,000 

0 -150 

外形寸法（奥行×幅×高サ）(mm) 700X 540X 1320 

注 （1） 負荷変動による電圧変動 

(2) ＋側接地 

(3） 入力電圧士10％の変動に対する電圧変動 

(4） ビーム電源の負側に対する電圧 

(5）利得は0 -30dBまで調整可能 

(6） ブラグインユニット方式，切換えによI-)グ’I-iッブとリフレクタ電圧を変調 

する 
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営業品目 電話機・交換器・搬送装置・無線機・電子計算機・印刷電信機・事務用機器・レーダー・測定器 

測深機・拡声装置・電気時計・火災報知機・通信機用各種部品・電灯電話設備工事施エ 

沖電気工業株式会示土 
本 店 105 東京都港区芝琴平町1 0 番地（新虎グ）「I「」ビル, 

電話 東京（03) 501-3111 （大代表） 

●お間合せ先 

本店2号別館 108 東 京 都 港 区 芝 浦 4 丁 目 1 0 番 3 号 

電話 東京（03) 452-4511 （大代表） 

部品営業部 

支店・営業所 

関 西 支店 541 大阪市東区今橋5丁目23番1号（大阪富士ビル7階） 

電話 大阪（06) 203-3071 （大代表） 

京都営業所 600 京都市下京区四条通り高倉東入立売中之町84番地 

（安田信託ピル4階） 電話 京都（075) 211-2 2 2 1（代） 

神戸営業所 650 神戸市生田区浪花町59 番地（神戸朝日ビル4階） 

電話 神戸（078) 33-3 3 8 1（代） 

広島営業所 730 広島市八丁堀15 番10 号（セントラルビル8階） 

電話 広鳥(0822) 21-2305（代）3751 

岡山営業所 700 岡 山 市磨 屋 町 9 番 18 号（農業会館ピル内） 

電話 岡山（0862) 25-2 5 1 6（代） 

四国営業所 760 高 松 市 中 新町 2 番 地 の 7（真辺ピル3階） 

電話 高松(0878) 31-0 2 4 7（代） 

九 州 支店 810 福岡iti天神 2 丁月13 番7 号（長銀ビル4階） 

電話 福岡（092) 77-9 1 1 1（代） 

熊本営業所 860 熊本市下通1 丁 目 4 番 3 号（熊本ビル3階） 

電話 熊本（0963) 55-6 2 5 1（代） 

北九州営業所 802 北九州市小倉区紺屋町79 番地（北九州ピル5階） 

電話 小倉(093) 53-3 6 8 1（代） 

東 海 支店 

静岡営業所 

北海道支店 

釧路営業所 

東 北 支 店 

青森営業所 

秋田営業所 

福島営業所 

北 陸 支店 

新潟営業所 

長野営業所 

沖ビル設備販売齢 

460 名 古 屋 市 中 区錦1 丁目1 7 番2 6 号 

電話 名古屋（052) 201-7001 （代） 

420 静岡市鷹匠町1丁目71番地（新静岡センタ-7階） 

電話 静岡（0542) 54-5 4 6 1（代） 

060 札幌市北三条西3丁目1番地44号（札幌富士ピル8階） 

電話 札幌（0122) 23-9 1 8 1（代） 

085 釧 路市 大 町 1 丁 目 4 番地（大町ビル4階） 

電話 釧路（0154) 41一6 2 4 1 （代） 

980 仙台市東二番丁68 番地の1（仙台富士ピル6階） 

電話 仙台(0222) 25- 6 6 0 1（代） 

030 青 森 市 長 島 3 丁 目1 2 番1 0 号 

電話 青森（0177) 75-2 4 4 6（代） 

010 秋田市 「 秋 矢 留 町 1 の 12（東洋ビル2階） 

電話 秋田（0188) 33一7 3 0 7（代） 

960 福 島 市 大 町 4 番 4 号（東 邦 ピ ル） 

電話 福島（0245) 22-7 1 7 1（代） 

920 金沢市片町1 丁目 5 番20 号（福 銀 ピ ル） 

電話 金沢（0762) 63-4 5 5 1（代） 

950 新潟市東大通リ1丁目3番地（安田生命新潟ピル内） 

電話 新潟（0252) 45-3 3 5 6（代） 

380 長野市大字南長野字石堂南1282番地11（長栄ビル6階） 

電話 長野（0262) 26-7 8 5 3（代） 

108 東 京 都港 区 芝浦 4 丁 目 1 1 番 20 号 

電話 東京 03 (452) 4511 
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